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直接経験 を通 して,主 体 的に問題 を追究 し,

生活 に生かす力 を身 に付 ける学習活動の工夫
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「 〈概 要〉
本年度 は,標 記 の研究主題 「直接経験を通 して,主 体的 に問題を追究 し,生 活 に生 かす

力 を身 に付 ける学習活動の工夫 」を基 に,各 分科会で研究単元を設定 し,研 究 を進 めた。

iそ の結果,学 ん だ ことを次の学習 に適用 し,生 活 に生かす ことので きる児童 を育て るに
'は
,直 接経験 を通 して,自 然 の事物や現象 に自 ら主体的 に働 きかけ,見 いだ した問題を解

決 して い く活動 を行 うことによ り培われて い くことが明 らかにな った。各分科会 の研究 の

障 要 は,次 の通 りで ある.

3学 年…身近 な物の性質を,電 気 と磁石を使 って,両 面か ら調べ ることがで きるよ うにす

るため に,電 気 と磁石の単元を関連づけて構成 し,物 の性 質についての見方 や考

i
え方を養 うことがで きるよ うに した。 また,学 習材 と して,「 ツイ ター くん」を

開発 し,そ れを活用 して物の性質を多面的 に追究で きるように した。

4学 年 …児童の主体的 な問題解決を重視 し,児 童相互の学 び合 いを通 して,物 の温 まり方

と体搬 化の見方や考え方が灘 るように した・ また・ これ までの学 習の積み馴

1ね によ って獲得 して いる資質や能力を単元の活動計画 に位置付け
,「 生 活 に生か

す力」が育っ よ うに した。

15学 年 …空 き缶っぶ し器を使 って,空 き缶をつぶ す活動を行い,日 常生活 の道具 の中に,

1 巧みに働 いて いるて この働 きにっいての見方 や考え方が
,深 ま るよ うに した。 ま

た,て この働 きを利用 した 日常 生活 で使 う道 具 と学習材 とが結 びっけ られ るよ う

1に,空 き缶っぶ し器のモデル実 験器及 びL字 型 のて こ実験器 を研究開発 した。

6学 年…小動物(キ ャパ)の 飼育を行 い,人 間や動物 と植物 ・環境 とのかかわ りを,関 連

的に指導 で きるよ うに工夫 をす る ことによ って,進 んで環境 に働 きか ける能力や

1態 度 が育っよ うに した。
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理 科 部 会 研 究 主 題

直接経験を通 して,主 体的に問題を追究 し,

生活 に生かすカを身に付 ける学習活動 の工夫

1主 題 設 定 の 理 由

(1}社 会的背 景 と生活 に生かす力

日本科学 技術振 興財団 「科学技術振興の たあの青少年の育成方策 に関す る調 査」 によ ると,

若年 層の理科嫌いが増加 し,そ れが,大 学 にお ける理工学部離れや就職 の際の技術職離れな

どに も表れてい るとい う。 その原因の一つ として,新 しい科学の技術 によ って作 られた身の

回 りの便利な道具の構造が とて も難 しいため,そ れ らが どの よ うな仕組みで働 いて いるのか,

内部が ど うな って いるのか などの興味が湧 きに くく,理 科的 な こと,科 学的 な ことへの興味

や関心が薄れて きて いる ことが挙 げ られ る。 また,実 態調査で も,「 大人 にな って一番役 に

立っ と思 う教科 は,何 ですか」 との問いに,「 理科」 とあげた児童 は少 なか った。 その理 由

を児童 に聞 くと,「 将来の職 業 に関係がないか ら」 「日常生 活にあま り役立 たないか ら」 と

い うものであ った。

これ らの ことは,身 の回 りの科学的 な事象や理科の学習が,児 童の 日常生活か ら離れて き

てい るか らで はないか と考え る。

小学 校 におけ る理科教育 にお いて は,身 近 な自然の事物や現象への積極 的な働 きかけを通

して,情 報を処理 し,応 用で きる 「生活 に生かす力 」を身 に付 ける学習活動が大切であ ると

考え る。

② 児童の願 いと主体的 な問題解決

実態調査 によると,「 理科 の授業が どの くらい好 きですか 」の設問 に対 し,小 学校3年 ～

6年 生で は,70%以 上が好 きと答 えてい る。 そ こには,「 楽 しい理科の学習 を したい」 と

い う理科 に対す る児童の願 いが,込 あ られている と推察す る。

それで は,児 童の考 えて い る楽 しい理科 とは どんな理科で あろ うか。① 自分 の知 らない こ

とを知 るこ とがで きる とい う期待 のあ る理科 ② 気付 かなか った ことを気付 かせて くれ ると

い う期待の ある理科 ③ 自分 の思いや願いを表現 で きるとい う期待 のあ る理科

などが挙 げ られ る。 これ らの願 いが,か なえ られた り,実 感で きた り した とき,児 童に とっ

て,そ れ は楽 しい理科 の学 習 にな ると考え る。

さ らに,そ の楽 しさや充実感が学習への意欲付 けとな り,児 童の主体的な問題解決活動の

基盤にな るもの と考え る。

(3}今 日の理科教育の課題 と研究主題

今 日の理科教育の課題 と して,次 のよ うな ことが挙 げ られ る。

①社会 の変化 に主体的 に対応で きる問題解決 の能力 の育成

② 日常 生活 において,創 造 的に考え,判 断 し,行 動で きる能力 と態度の育成

③ 直接経 験を重視 し,感 受性 を高 め,豊 かに表現す る能力の伸長

④科学 的な見方 や考え方 と自然認識 の能力の育成
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そ こで,理 科部会で は,理 科 の目標 を踏 まえ,学 んだ ことを生活 に生 かす ことので きる児

童 を育成 す るために,共 通研究主題 と して,

「直接経 験を通 して,主 体 的に問題 を追究 し,生 活 に生かす力を身 に付け る学習活動 の工

2」議 蝿 畿 らえ到 己輩 コ1
〈1)直 接経 験を重視 した学 習}

ア 直接経 験の とらえ方[

・見 る,触 れ る,聞 くな どの 感 覚 を 通 し

て,自 然 の 事 物 や 現 象 に接 す る活 動

・目的 を もって 直 接 ,自 然 の 事 物 や 現 象

に働 きか け る活 動 一 観 察,実 験,栽

培,飼 育,製 作 な ど

児童の実態

隠
科は好きな教科

動的で活動 を好む

奇心が旺盛

新 メデ ィアに適応

体験 の機会が少ない

(40期 実態調査より)

0理 科の課題

問題解決能力の育成

自然 を愛す る心情の育成
・学んだ ことを生活に生かすこ

1と のできる能力と態度の育成

科学的な見方や考え方の育成

【監

1
め ざ す 児 童 像 一 一

《学んだ ことを生活に生かす児童》
・自ら自然に働 きかける児童

・進んで問題 を追究する児童

・科学的な見方や考え方ができる児童

一 一 一 研 究 主 題 一

直接経験を通 して,主 体的に問題を追究 し,

生活 に生かす力を身 に付ける学習活動の工夫

直接経験の 「直接 」 とは,自 然の事物
ザ　　　　　の　　

や現象 に じか に接 した り,働 きか けた り 欝 黛務貼 て難 や恥 をも・て注 体的に概 し行

す ることで ある。 これ に対 し,映 像や文 騰 蓉餐舗馨 甥 謬鵠磯1乏鰻鍵理L.1

叢綴 欝 簡藏 欝 現 「癬 嘉撚 癬 灘lI
こあり　

また,「 経験」とは,体 験が くり返さ1謝 擁雛馨鷲舘篇慧翻毒毒蒲饗蕩i
あり方 ト

れ る中で,そ の体 験が体 系化 されて知識1

と して働いた もの と考えた・}ト

イ 直接経験を通 して育つ もの}!

今 日泊 然の事物や現象を対象 とす る:} 　 　
理科教育 にお いて は,従 来 に も増 して 自,1

然 に対す る直接経験が重視 されて いる。 [『　 　
しか し況 襲 取 りま く環境 は・都市:1

化が ます ます進行 し,自 然 の事物 や現象ll

に直接触 れに くくな ってお り,児 童 が,li

本 来 自然に触 れた ときにきれいだな と感 じた り,不 思議 だな と思 った り,す ごいな と感心 し

た りす る経験が少な くな って きてい る。

理科学習で は,主 体的な問題解決活動を行 う中で,自 然の事物 や現象 に接 し,美 しさや不

思議 さな どを感 じる感性が大切で ある。

本研究で は,体 感 を伴 う,目 的を持 った 「直接経験」を重ね ることによ って,自 然 の事物

や現象 に対す る豊か な感性 を育て ることがで きるよ うにす ること及び主体 的に問題 を見 いだ

し,追 究す る態度 を身 に付 けるこ とがで きるよ うにす ることが重要であ ると考 えた。

② 主体 的に問題 を追究す る こと

主体 的に問題 を追究 す るとは,児 童 自 らが 自然の事物や現象 に関心を もち,自 らその対象

に働 きか け,驚 きや感動 を もちなが ら,問 題 を見 い出 し,そ れを解決す るための計 画を立 て

て,追 究 して い くことである。 また,観 察や実験,発 表や話 し合 いな どを主体的に進 め る中

一..一 一一一 研究の仮説-.一

1生 活 に 生 か す 力 が 身 に つ くlT

一 問題解決能力の育成'

・積極的な問題への取 り組み

学習意欲の持続
・科学的な見方や考え方の育成

自然へ の継続的な働きかけ

r

児童一人一人の思いや願いを生かした学習過程や単元構成の工夫

児童の生活経験につながる学習材の工夫と環境の整騰

児童の良さや可能性 を引き出す的確な評価と支援

i

各学 年の 内容1

一3一



で,自 分の考 えを構築 してい く過程で あ ると考 える。児童 は,主 体的な問題解決の過程の 中

で,① 自然 に対 す る関心 や意欲が高 まる ②科学 的な思考力が深 まる ③観察 ・実験の技能

を,習 得す ることがで きる ④活用で きる知識 ・理解 の習得がで きるなどの能力を身 に付 け

ることによ って,学 習や生活に生 かそ うとす る意欲 や態度 も,身 に付 けて い くこ とがで きる

と考え る。

(3}生 活 に生かすカ

ア 「生活 に生かすカ」 につ いて

「生活 に生かす力」 とい うの は,獲 得 した科学 的な見方 や考 え方 を次 の学習 や生活 に応用

す るとい う能力や その能力を生かそ うとす る意欲や態度 と考え る。

「生活 に生かす力 」は,獲 得 した科学的 な見方や考え方を生活 に適 用 し,次 の学習 に応 用

理科学習 における問題解決 の過程 と 「生活 に生かす力」 しよ うとす る場 面で発揮 され る。

日常生活

生,

活 :き摘蕊 癌 襯]1≒1函 冷ll陥の轍1藩
生

活

(口 が 「生活 に生かす力 」が発揮 され る場)

イ 「生活 に生かすカ 」を身 に付 けるため に

児童 に とって,問 題 を発見す る時 も,問 題 を追究す る時 も,問 題を解決 す る時 も,「 生活

に生 かす力」を身に付け る良 い機会 とな る。本研究で は,「 生活 に生かす力」を身 に付 ける

とい う視点か ら,従 来の問題 解決活動を見 直す ことに した。

まず,児 童 自身が,児 童の生活の身近 にあ る自然の事物 や現象の 中か ら,問 題 を見 いだす

ことが大切であ る。 その ため には,児 童の生活の中 にあ る事象や生活経験 にっなが る事物 を

学習材 として取 り入れ る ことが必要で ある。本研究で は,児 童が,興 味や関心,驚 きや感動

を もって問題 を体感 的に とらえ る ことがで きる学習材の工夫を考えた。

つ ぎに,問 題の追究 に際 して は,児 童一人一人が,今 まで に身 に付けた経 験や知 識を使 っ

て,自 分 の問題 を追究 し解決 してい くよ うに した。 そのた めに,児 童一人一人が 自分 自身の

問題 として しっか りととらえ,自 分 な りに見通 しを もって活動を行い,解 決 していけ るよ う

な学習過程 を考 えた。そ して,こ の活動 を通 して獲得 した科学的 な見方や考え方を生活 に適

用 し,次 の学 習に応用す ることがで きるよ うに,問 題解決 の過程で身 に付 けた科学的 な見方

や考え方を ものの製作活動な どに生かす場 面や,自 分 の生活 を工夫す る場面で発揮で き るよ

うな学習過程を考え た。本研究で は,児 童一人一人の思いや願 いを生 か し,児 童 の思 考の流

れを大切 にす る学習過程の在 り方を探 るように した。

さ らに,こ れ らの活動 を通 して,児 童が主体的 に問題を追究 し,自 ら 「生活 に生 かす力」

を身 に付 ける ことがで きるよ うに,各 単元 ごとに適切な観点別評価を位 置付け るとともに,

その評価の 中で,「 生活 に生かす力 」が,特 に見 られ るところを明示す るよ うに した。そ し

て,「 生活 に生かす力 」を身 に付 けるための有効な支援を明 らかに した。

また,日 常生活の中で持 った疑

問を問題 と して と らえ,意 識化

され る場面で も見 られ る。 「生

活 に生 かす力 」は,問 題解決活

動 のあ らゆる場面で発揮 されて

い ると考え る。(左 図参 照)
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[〔]第3学 年分科会 「電気と磁石で調べよう」

1物 の性質 を追究 してい くための単元構成

電気 と磁石の性質 を関連 させ なが ら,物 の性質 を追究 して い くことがで きる単元を構

成 した。 その ことによ って,物 の性質 を電気 と磁石の両面か ら比較 ・分類す ることがで

き,児 童 は物 にっ いて多面的 に見 る ことがで きた。 また,物 の性質 につ いての見方や考

え方を深 めることがで きた。

2物 の性質を追 究 して い くための学習材の開発

電気 と磁 石の両方の働 きを備えた学 習材 を開発す ることによ って,児 童 は電気 と磁石

の両 面か ら気付 きや問題 を持 ち,物 の性 質を追究 してい くことがで きた。

3生 活 に生かすカ を身 に付 けるための支援 の工夫

生活 に生かす力 を身 に付 けるには,学 校での学習活動の成果を家庭 にまで広げて い く

こと と,児 童が 日常生活で使 って いる物 を,学 習過程の様 々な場面で取 り入れてい くこ

とが必要で あるこ とがわか った。

1研 究 主 題 と 単 元 に つ い て

児童 は,こ れまで 日常生活や低学年の生活 科の活 動の中で,電 気や磁 石を使 ったお もち ゃで

遊ぶ ことを経験 し,電 気や磁石に多 く接 してい る。

ここでは,身 の回 りにあ るものを電気や磁 石を使 って,電 気を通す物,通 さない物,磁 石 に

引 きつけ られ る物,引 きっけ られない物 に分 け ることがで きるよ うにす る ことがね らいで ある。

従来 の単元構成 ては,磁 石 と電気の単元 を2つ に分 け,そ れ ぞれの性質 を追究 して きた。 そ

の ため,「 磁石 と物 」 「電気 と物 」 とい うよ うにな り,磁 石 や電気の性質の学習 に中心が置か

れ る傾 向が あ り,身 近 な物 の性 質に対す る多 面的な見方がで きに くか った。 そこで,磁 石 と電

気を1つ の単元 に構成 し,2っ の観点 か ら 「物 の性質 」を追究す る ことがで きるよ うに考え た。

2つ の単元 を1っ の単元 に関連づ けて構成 した結果,身 の回 りの様 々な物を磁石や電気を使

って追究す る活動 を通 して,多 くの気付 きや発見が生 まれ,活 動の意欲が持続 した。 また,本

単元 の学習 は,6学 年 「電磁石 」の学習 に発展 させ る ことがで き,第3学 年の段階で,磁 石 と

電気 を同時 に扱 う意義 を思 い出す ことがで きる。
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2具 体 的 な 手 だ て

(1)電 気 と磁石の関連性を図 った単元の構成

ア 従来の単元構成 と関連性 を図 った単元構成の比較

① 従来の単元(2単 元)「 電気 と物の性質」 「磁石 と物の性質 」

単元名 「豆電球 に明か りをつ けよう」 単元名 「じしゃく」

・明 か りを っ け よ う。

・電 気 を通 す もの通 さ な い もの。

・お もち ゃを作 ろ う。

・じ しゃ くにつ くもの っ か な い もの 。

・じ しゃ くの 性 質 を し らべ よ う。

・お もち ゃを 作 ろ う。

※身の回 りの物 の性 質を調 べ る活動 としての関連性が うすか った。

② 関連 的な単元(1単 元)「 電気や磁 石 と物の性質 」

単元 名 「電気 と磁石 で調 べよう」

・明 か りを っ け よ う ・物 の性 質を調べ よ う

(電気 と磁石 を使 って) ・じ しゃ くの 性 質 を 調 べ よ う

↓

・豆 電 球 や じ しゃ くを 使 って お もち ゃを作 ろ う。

イ 関 連 的 な 単 元 構 成 に よ る成 果

① 従 来2つ の 単 元 で 別 々 に扱 って い た物 の 性 質 を 調 べ る活 動 を,電 気 と磁 石 の両 面 か ら同

時 に調 べ る活 動 と して1っ に ま とめ,中 心 に据 え た た め に,児 童 の興 味 ・関 心 を 中 断す る

こ とが な くな っ た。 ま た,同 時 に調 べ られ るた め,時 間 を 有 効 に 活 用 す る こ とが で き る。

さ らに,は さみ,コ ンパ ス な ど教 室 にあ る物 以 外 に,皿 ・爪 切 り ・印鑑 な ど家 庭 にあ る物

も調 べ る こ とがで き,よ り 日常 生 活 に密 着 した学 習 に な り,意 欲 的 な 活 動 が可 能 にな った 。

② 物 の 性 質 を電 気 と磁 石 の 両 面 か ら同 時 に調 べ る こ と に よ り,電 気 で 調 べ た 結 果 と磁 石 で

調 べ た結 果 を容 易 に比 較 す る こ とが で きた。 その ため,「 磁 石 にっ く物 は,ほ とん どの も

の が,明 か り もっ く。 しか し,ア ル ミホ イ ル は,磁 石 に っか な くて も明 か りが つ く」 「ど

う して,色 鉛 筆 の 缶 は鉄 な の に明 か りが つ か な い のか 」 な どの多 くの気 付 きや 疑 問 を持 っ

こ とが で き,児 童 の 問 題 と して 発 展 させ る こ とが で きた 。

③ 電 気,磁 石 を 使 って 調 べ た結 果 を 比 較 ・検 討 す る こ と によ り,多 面 的 に物 の性 質 を と ら

え る こ とが で き る よ うに な り,「 金 属 じゃ な い と電 気 を 通 した り,磁 石 につ い た り しな い 」

「ほ とん どの 金 属 は電 気 を 通 す が ,磁 石 にっ か な い物 もあ る」 な ど,物 の性 質 に つ い て の

見 方 や 考 え 方 が 深 ま った。
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② 電 気 と磁 石 の 関連 を図 った学 習 材 の開 発

ア 学 習 材 「ツ イ タ ー くん 」 の 開 発

物 の 性 質 を 電 気 と磁 石 を 使 って,両 面 か ら同 時 に調 べ られ る よ うにす るた め,下 図 の よ う

な 学 習 材 を 開 発 した。 いわ ゆ る テ ス タ ーで あ る。 豆 電 球 の ソケ ッ トコ ー ドの 両 端 に,磁 石 つ

きの 乾 電 池 コネ ク タ ーを 接 続 し,そ の 間 に乾 電 池 と調 べ る物 を 挟 め ば 電 気 が っ い た り,磁 石

が っ い た りす る し くみ で あ る。 これ を 使 った 活 動 を して い く中で,児 童 は,輪 に な る か ら

「わ に ま る くん 」,電 気 や 磁 石 が っ くか ら 「ツ イ タ ー くん 」 な ど,い っ の 間 に か 愛 称 を 付 け

て 呼 ん で い た 。3学 年 の 児 童 に と って,学 習 材 に親 しみ の持 て る名 前 が付 け られ る と,一 層,

活 動 が 活 発 にな って い くよ うで あ る。

乾電 池 コ ネ クY-「 ジ3イ ナ ー」

【ツ イ タ ー】

Il

C 乾電池

調べ る物

副_II
(図 では釘にな・・ている)

イ 学 習材 「ツイ ター くん 」 の 利 点

① 「電 気 と じ しゃ く」 の単 元 を通 して,学 習 材 と して 使 う こ とが で き る。

② 電 気 を通 す か ど うか,磁 石 にっ くか ど うか,を 同 時 に調 べ る こ とが で きる。

③ 物 を調 べ る活 動 で,「 ツイ ター くん 」 の輪 に な った形 か ら回路 を意 識 しやす い。

④ 「っ い た か,っ か な い か 」 の活 動 を 楽 しみ な が ら実 験 す る こ とが で き,活 動 的 な3学 年 の

児 童 の興 味 を持 続 させ る こ とが で き る。

⑤ 調 べ る過 程 に お い て,電 気 だ け で な く磁 石 に つ いて の 気付 きが 生 まれ やす く,児 童 の思 考

に無 理 が な い。

⑥ 「ツイ タ ー くん 」 を 使 って 実 験 す る と,「 明 か り も磁 石 もつ く物 」 「明 か り も磁 石 もつ

か な い物 」 の他 に,色 缶 や ア ル ミは くの よ うに 「明 か りは っか な いが,磁 石 に は っ く物 」

「明 か りは つ くが,磁 石 に は っか な い物 」 の4っ に分 類 ・整 理 す る こ とが で き ,物 の見 方

が 多 面 的 に な る。

⑦ 遊 び なが ら,身 の 回 りの 物 に 目 を 向 け て,調 べ て い く こ とが で き る。

⑧ 形 が 小 さ いの で 持 ち運 びが 便 利 で あ り,家 に持 ち帰 って 容 易 に調 べ る ことが で き る。

⑨ 磁 石 を 使 って 接 点 が 固 定 され る た め,両 手 で 押 さえ る必 要 が な く,3学 年 の 児 童 に は扱 い

や す い。

⑩ 構 造 が 単 純 で あ るた め,ツ イ タ ー くん が 故 障 して も,児 童 で も故 障 を 直 しや す い。

⑪ 接 触 面 が 広 くな って い るた め,操 作 しや す い 。
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{3)学 習の場を拡大す ることによって生活 に生かす力を育て る

ア 日常生活の場が教室

児童の学習の場 は,教 室,理 科室等の場所で行われ ることが多い。本単元では,学 習の場

を家庭 にまで広げ,学 習過程の 中に家庭での学習を位置付け た。教室で学んだ ことを基に,

家庭で も調べてみ たり,家 庭で調べ た ことを次の授業で取 り人れた りす るよ うに した。

家庭で学習す るため には,そ れ以前 にそれを実践 しよ うとす る意欲や態度を持 っ ことが重

要 となる。そ こで,学 習過程の 中に,「 家庭で学習 しよう とす る意欲一を育て るための支援

を重視 した。

例えば,第 豆時で は豆電球 と乾電池を使 って回路の学習を した。 そのあ と,家 にあ る豆電

球や乾電池 にっ いて も調べてみ よ うとい う意欲を持つ ことがで きるよ うに助 言 した。 さらに,

「家 にあ る乾電池や豆電球を調べてみ よ う」 とい う言葉か けや学習に関係あ る身の回 りの品

の紹介 などを行 った。児童 は,本 時で喚起 され た意欲を基 に,家 庭 での学習 を行 った。 また,

家庭で調べ たことを発表す る場面 を次時 に設け,発 表を大 いに賞賛す ることによ って,次 の

学習への意欲を 一層高 あた。

この ことによ り,学 校で学んだ ことを基 に,さ らに広が った場面で も学 習が行われ,学 校

と家庭を一一体化 した,よ り広 い視野での物 の性質 を調べ る学習 にす ることがで きた。

イ 教師 の支援 と児童 の活動

学

校

で

の

学

習

　 ノ　 　 へ 　 へ 　 　　　　　コ

豆電球の明か りi家 で調べた 、 趨 性 のある ・

日竺竺_」 殴塗廻 璽 調頸

学で1

習み

」
庭1

「 一 一r
l持 ってきた ものが電気l
ll

酵 通すかどうか調べ到
」___幽_._」

ず 援'》曾 学習1>O支 援2》z<学 習1こ 工《支援3》

lII身 の 回 りの電 池

1や 豆電球を探す}

L二

　 へ 　 コ　 　 　　 　 　コ

i

:電 気の通 りそ うな ものを

把 し・学校に持・二 ∴

家 にある もの も電気を通l

lすか家璽 してみ到

《支 援1》 「家 の 中で,乾 電 池 や豆 電 球 は,ど ん な所 に使 わ れ て い るか 調 べ て み よ う .の 言

葉 か け。 学 習 に 関係 あ る 身 の 回 りの 品 の紹 介

《支 援2》 調 べ て 気付 い た こ と,わ か った こ とな どを発 表 した ときの 賞 賛 。 戸調 べ て み た い

もの を持 って こよ う」 の 言 葉 か け

《支 援3》 家 の 中 で,電 気 を通 す もの へ 関 心 を 向 け させ る言 葉 か け。 安 全 へ の 留 意 。 「家 の

人 と相 談 して 実 験 して よ い」 の 言 葉 か け

〈学 習1>児 童 が 調 べ た もの

懐 中電 灯,テ レ ビの リモ コ ン,コ ン ピュ ー タを 利 用 した ゲ ー ム,目 覚 ま し時 計,ぬ

い ぐるみ な ど

く学 習2>児 童 が 家 か ら持 って き た もの

ア ル ミホ イル,キ ー ホル ダ ー,ス プ ー ン,ビ ー ズ,コ イ ン,鎖 ,パ チ ン コの 玉 な ど

9



2]第4学 年分科会 「もののあたたまり方と体積」

1比 較 ができる事 象提示

同容量のガ ラス製の ビンと鉄製の缶を使 って,ジ ャガ イモの栓を とばす事象提示 によ

って,児 童は熱 によ る空気の体積 変化や素材 による熱の伝わ り方の違 いに興味 ・関心を

もっ ことがで きた。 また,「 栓 が とび 出すのはなぜか」 「栓 が とび出すまでの時間 に違

いが あるのはなぜか 」な どの問題 を持 っ ことがで きた。

2活 動 を重点化 し,変 化 の見やす い現象 を調べ る

「空気の体積変化 」 と 「金属の あたたま り方 」を調べ る過程 にお いて
,児 童が 問題解

決 に取 り組みやすい場面や,変 化の著 しい現象 を見て考え る場面を重点化 した。 また,

活 動の時間を十分確保す ることによ り,自 分の考え た方法で調べ る活動や試行錯誤の活

動 を行 うよ うに した。 この よ うに活動の重点化 を図 ることによ り,生 活の 中で見 られ る

熱 によ る変化の現 象 にっ いての見方や考え方を深 あることがで きた。

3評 価の観点 と支 援の視点

「生活 に生 かす力」の評価の観点 と支援の視点を明確 に し,活 動計画の 中に位置付け

た ことによ り,授 業の中で,一 人一人の児童が身 に付けてい く 「生活 に生かす力」か明

確 にな った。 その ことによ り,児 童 自 らが,毎 時の学習で高めた資質や能 力を 自覚す る

ことがで き,ま た,前 時 と次時の学習活動を相互 に関連 付けて考え ることもで きた。

4表 現力 を育 てる活動 の重視

表現力 を育て るために,学 習 カー ドを用 いて,「 文章化 す る」 「図示 す る」 「説 明す

るJな ど,自 らの思考過程 や活動過程 を表現 す る活動 を多 く取 り入れ る ことによ って
,

児童 は,積 極的 に情報 を収集 し,自 分 の考 えを見 直 し,新 たな考えを形成す る ことがで

きた。

1単 元 に つ い て

本単元 では,物 に よって熱の伝わ り方が異な ることや,物 に熱が加わ るとその体積が変化

する ことを学習 す る。 ここで は,熱 の伝わ り方や熱 によ る体積変イヒの違 いか ら
,空 気,水,

金属 などにつ いて の認識 を深 め るのがね らいであ る。

従来の学習展開 は,「 もの のあたたま り方 」 と 「ものの体積変化 」の それ ぞれ を小単 元 と

して位置付 け,独 立 した2っ の もの として,取 り組 む ことが多か った
。

しか し,も ののあ たた ま り方 とその過程で生 じる体積変化 を同時 に学習す る方が
,児 童の

科学 的な見方 や考え方を養 う上で大切であ ると考えた。

例 えば,空 気 に熱 を加 え ると,空 気 は対 流を起 こ しなが ら温 まってい く
。 この対流を起 こ

す原因 は,加 熱部分 の空気分 子が熱 によ り激 しく振 動す ることで
,回 りの空 気よ り相対的 に

その部分の比重が軽 くなる ことによる。 つま り,こ の現象 は,熱 源の近 くの空気 には,熱 が

伝導で伝 わ る。その ことでその近 くの空気 の比重が軽 くなる
。 そ して,対 流す る ことで空気

全体 の温度 を増 す とい うものであ る。対流の原因 は,空 気の体積膨張 なのであ る。 「ものの

あたたま り方 」 と 「ものの体積 変化Jを 関連付けて学習す ることは
,こ う した現 象を科学 的

に見 る態度を育て る上で重要 である と考 え る。

一10一



=

活 動 の 流 れ
生 活 に 生 か す カ

問題解決の意欲と能力 科学的な見方や考え方評価の観点と方法 支援の視点
一

次

二
時
間

・じゃがいもの栓がとぶ訳を考えよ う

とすることがで きる。

(発言,つ ぶや き,カ ー ド)
・空気の存在 をほかのものにも例えて

考えることができる。

(発言,っ ぶやき,カ ー ド)
・自分の考えを友達に伝えた り,発 表

したりすることができる。(発 言)

・事象提示か ら空気や容器の質の違

いに興味 ・関心を持っことがで き

る。(興 味関心態度)

,話 し合いか ら自分の考えの見通 し

を持つことができる。

(思考判断力)
・学習カー ドに自分の考えが書ける

(表現力)

・玉が飛び出す現象に

興味を持ち調べよう

とする。
・素材の違いによる飛

び出すまでの時間に

興味を持ち調べよう

とする。

・じゃがいもの栓飛ば

しから熱による空気

の変化と熱の伝わ り

方の素材 による違い

に気付 く。

缶とビンに じゃがいもで栓を してあたため

てみよう。

どうして栓が 缶の方が早 く

とぶのかな。 栓が とぶのは

なぜかな。

二
次

五
時
間

・自分の実験方法 にあ った道具を用意

することができる。(行 動観察)
・自分の考えを友達に伝 えたり,発 表

したりすることができる。(発 言)
・実験結果を正確 に記録することがで

きる。(カ ー ド)
・次時の計画 を書くことができる。

(カー ド)
・冷やす実験で前時の実験を生かす こ

とができる。(カ ー ド,行 動観察)

・実験道具 を用意する場面で 自分の

考えにあった道具を用意す ること

がで きる。(興 味関心態度)
・実験結果を記録する場面で正確な

記録をとることができる。

(表現力)
・実験結果から次の実験を考えるこ

とができる。(興 味関心態度)

・空気の温度変化によ

るかさの変化を身の

回りのものを使い、

工夫 して調べよ うと

する。

・空気はあたためたり

冷やしたりするとそ

のかさが変わること

に気付 く。

閉 じこめられた空気をあたためる

とどうなるのかな。

一一」.一一
r-一 一一 一 一_し た 房.1

るとそのかさが変化する。 1

」=一=

三

次

二

時

一間一

四

次

三

時

間

・学習 したことを活用して身の回 りを

見っめ直す ことができる。(作 文,

感想文)
・3年 の学習を思い出すことができる

(カ ー ド,発 言)
・空気の実験方法を応用することがで

きる。(カ ー ド,行 動観察)

・実験方法に前時までの情報が生 き

ている。(応 用力)

・水や金属の温度変化

によるかさの変化を

調べようとする。

・水や金属もあたため

たり冷やしたりする

とそのかさが変わる

ことに気付 く。

水や金属でも調べてみよう

「L-一 一..一 一_.一 一..

騰露餓 鷹凶
一;= 一 一_一 一一 一 一 一一_=/1

・自分の実験方法にあった道具を用意

することができる。(行 動観察)
・自分の考えを友達に伝えた り,発 表

したりすることができる。(発 言)
・実験結果を正確 に記録することがで

きる。(カ ー ド)
・次時の計画を書くことができる。

(カー ド)
・身近 なものについてあたたまり方の

感想が書ける。(カ ー ド,作 文)

　

・話 し合いから自分の考えの見通 し

を持ち,実 験方法を考えることが

できる。(思 考判断力)
・実験道具を用意する場面で 自分の

考えにあ った道具 を用意す ること

がで きる。(思 考判断力)
・あたたまり方の学習を身近なもの

にあてはめて考えることができる

(応用力)

・缶の方が早 くじゃが

いもが飛んだことか

ら,金 属の熱の伝わ

り方を身の回りのも

のを使い,工 夫 して

調べることがで きる

・金属は熱 したところ

か ら順にあたたまっ

てい くことに気付 く
・素材による熱の伝わ

り方の違いに気付 く

金属のあたたまり方を調べよ う。

_..一__L_

金 属 はあたためたところから順に

あたた まる。

==r　 一 一一 一一　 -　 }.一 一=..一 二r..一一

五
次

二
時
間

空気や水も金属とおなじかな

・自分の実験方法にあった道具を用意

することができる。(行 動観察)
・金属 との違いに気がつ くことがで き

る。(カ ー ド,発 言)
・身近 なものについてあたたまり方

の感想が書ける。(カ ー ド,発 言)

・実験方法に前時までの情報が生 き

ている。(応 用力)

・空気や水のあたたま

り方を調べようとす

る。

・空気や水はあたたま

ったところの熱が移

動 して全体があたた

まることに気付く。空気や水のあたたまり方を調べよ

う。

六
次

一

時
間

睡縫翌
L_

1

・身近な事象が生活の中で使われてい

ることに気付くことができる。

(カー ド,作 文)

・見つけ発表会で生活場面に学習内

容をいかせる。(応 用力)

・学習したことが生活

に生かされているこ

とを調べようとする

・学習 したことが生活

の中で も見つけられ

る。

r
i◎ 学 習内容を生活の中か ら見つけよう。1
し

◎
蝋
響
卑
回



4年 生 の実態調 査をみ ると,お よそ9割 の 児童が生活場面で 「熱 さ」にっいて体感 し,そ

の 「熱 さ」に驚 いた経験 を もって い る。

しか し,「 空気 をあたためる と体積が増え る」 とい う現象 にっ いて意識 してい る児童 は,

約3割 で ある。っ ぶれたボールをお湯で あたためて元の大 きさに戻 した とか,プ ールサ イ ド

に置いた浮輪が,太 陽にあたため られて,は ち切れ そ うに膨 らんだのを見た。 とい った体験

を もって いて も,そ れを思 い出 した り,例 をあげて説明 したりす ることは難 しい。温度 によ

る体積 変化 の大 きい空 気であ って も,そ の体積変 化に目を向 ける機会は少ない。 さ らに,水

や金属 とい った体積 変化の小 さい ものに至 って は,意 識す る機会が非常 に少な い。

そ こで,「 もののあたたま り方 」 と 「もの の体積変化 」の関連を図 り,変 化の少な い現象

にっいて も目を向け ることので きる単 元構成 を考 えた。 また,生 活場面での現象を意識 しな

が ら意欲的に学 習に取 り組 め るよ うに工夫 した。

そ して,友 達 との学び合いの中で 「もののあたたま り方 と体積 、にっ いての科学的 な見方

や考え方を養 うことを 目指 した。

2具 体 的 手 だ て と 実 践 事 例

(1}事 象提示 の工夫

同容量 のガラス製の ビンと鉄製の缶の 口を ジャガイモを使 って栓を し,そ れ をお湯 につけ

栓 とば しをす る活動 は,次 の点で有効であ った。

①児童が何 回 も繰 り返 して調べた り,多 様な操作活動を

した りする ことで,多 くの気付 きや発見がで きる。

②2種 類 の容器を比較 した ことで,単 元を見通 した問題

を持 っ ことがで きる。

○栓 が とび出す のはなぜか。

○栓が とび出すまでの時間に違 いがあ るのはなぜか等

①の 「多様 な操作 活動、による気付 きとして は,「 缶

はす ぐ熱 くな り,栓 もす ぐとん だ(容 器 の違 いによるあたたま り方の違 いに着 目)」 「栓が

少 しず つ押 し出 されて とんだ(容 器 の中の空気 の存在 に着 目)」 「横倒 しに して容器を早 く

あたため ると栓が早 くとぶ(熱 によ るあたたま り方 の違 いに着 目)」 などが あ った。

(2)問 題解 決の能力 を身に付けるための活動 の重 点化

問題 解決の能力を身 に付け るために大切 な ことは,自 分 の力で問題 をと らえ,自 分のカで

解決方 法を考え ることであ る。 また,情 報交換 の場 を設定 し,学 級集団の 中で,身 に付 けた

能力を発揮す ること も大切で ある。

ア 自分 で考 えた実験方 法で調 べる活 動

学習過 程 の中で,「 自分 で考 えた実験方法 で調べ る場 」をっ くった。二次 では,児 童 は

・ゴ ム風 船 で ・シ ヤボ ン玉 で ・ペ ッ トボ トル で

、ノ

ご1
ご つ ・ 奪

」一り
}

・ビ ニ ー ル 袋 で
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「栓が とび出すの はなぜか」 とい う問題 に取 り組 み,「 容器の 中の空気があたたま ってふ く

らんだか らで はないか」 とい う予想 を立て た。 そ して,各 グル ープでその ことを調 べる実験

方法を考えた(前 頁の図)。 一「あたためた空気 はふ くらむか ど うか」について,あ るグルー

プは シャボ ン玉 を使 って調 べ る実験 を考 えた。 「ジャポ ン玉をお湯 の上 で膨 らませて割 る」

とい う大人か らみ ると誤 った実験計画 をみん なの前で発表 した。そ こで,「 シャボ ン玉が割

れて も,空 気がふ くらんだ とは言 えないので はないか」 との友達か らの指摘が あ り,自 分 た

ちの実 験計 画の不備 に気が付 いた。 その後,こ の グル ープは,牛 乳 パ ックの口を小 さ くして

調べ る方法 を考 え出 し,実 験 をや り遂 げることがで きた。 自分たちの考 えた実験方法 だか ら

こそ,ね ば り強 く活動が続 け られ た と考え る。

イ 情報交換 の場の設定

1つ の問題 をいろいろな方法で調べ る活動の場では,児 童 は情報交換 を活発 に行 うことが

で きた。

例え ば,風 船を使 って空気の体積膨張を調 べた児童 は,シ ャボ ン玉を使 って調べた児童の

発表結果を よ く聞 き,同 じようにふ くらんだ とい うことか ら,自 分た ちの考えた実験方法 や

結果 に自信を持 った。 その ことで,さ らに積 極的に活動 に取 り組め るよ うにな った。

また,「 シャボ ン玉を使 うと,息 をす るよ うにふ くらんだ り,ち ぢんだ りす るけれ ど,風

船を使 うと,初 めふ くらんだ風船が,し ば らくす るとビンの中に吸い込 まれて しま う。 どう

してだ ろ う。」 というよ うに,実 験方法の違 いによ る現象

の比較 とい うこと もで きるようにな った。

(3)学 ん だことを生かす ための評 価 と支援

《この単元で児童 に身 に付けたい 「生活 に生 かす力」》

○学 んだ ことを次の学習に生 かそ うとす る力

・現在 もってい る知識や経験 を
,次 の学習 に当て はめて

考え ることがで きる。

○見通 しを もって活動 しよ うとす る力

・何 回 も実 験をす る中で
,操 作 が上手 にで きる。

・次の行動 を意識 して実験で きる
。

○ 自分 の情報 を正確 に表現 し,交 換 しよ うとす る力

・情 報 を正 確 に表 現 し
,交 換 す る こ とが で き る。

○学ん だ ことを積極 的に生活場面 に応用 しよう とす る力

y

・学 習 した こ とを
,自 分 の 生 活 の 中の 現 象 と結 び付 け て

考 え る こ とが で きる。

この 「生 活 に生 かす 力 」を 児 童 が 身 に付 け る こ とが で き 楓 τ1・r_黎 環 ξ鴇 弘齢

るよ うに ・評価の観点 と方法、 と ・支援の視点、を活動 計1霧 慧獄

画の 中に位置付 けた。(活 動計画 参照)こ の ことによ り,【 変容が みられ るカー ド例】

授業 ごとに児童の変容をみ ることがで きた。学 習カー ドの 「調べ る方法 」の中には,図 が よ

り具体的 にな った り,説 明の文章が加わ った りす る様子 がみ られ た。(変 容がみ られ るカー

ド例 参照)

合強 題嶺
垢蕊
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㈲ 表 現 力 を育 て る た め の工 夫

ア 学 習 カ ー ドの活 用

問題 や解 決 方法 を 自分 の もの にす るた め に,学 習 カ ー ドを使 って,記 録 す る よ うに した。

対 象 に働 きか け て 考 え,判 断 し,獲 得 した こ とを 目的 に 合 わ せて,表 せ る力 を 育 て る こ とを

ね らい とす るた あ,カ ー ドに は,予 想,実 験 の 方 法,結 果,考 察 を書 け る よ うに した。 ま た,

カ ー ドの 大 き さをB4サ イズ に して,自 分 の 書 いた カー ドを使 って み ん な に説 明 が で き るよ

う に した 。 児 童 は,カ ー ドを 使 って 発 表 す る こ と によ り,思 考 を深 め た り,認 識 の仕 方 を変

え た り して い くこ とが で きた 。

(図 を 書 く前 の 考 え)(容 器 の 中 の 空 気 の 図)(図 を書 い て実 験 を した後 の考 え)

水風船の実験で私が思

ったの は,風 船がふ くら

む かど うか とい うことで

す。 それで,バ ンッと風

船 がはれっす るのかな あ

と思います。

寡融 戦1;塑 ・

磁 タ→
σ威・ 綬 →

ガ 艦勉 ρ

驕靱 幽

水 風船 が こ と こ と と動 い た の

で 私 は,少 しペ ッ トポ トル を さ

わ りま した 。 さわ った ら,ほ ん

の 少 しだ けへ っ こん だ の で,私

は,空 気 は全 体 にひ ろが るん だ

な あ と,思 い ま した。

イ 表現の意欲を高め る支援

グル ープの発表内容を正確 に,わ か りやす く伝え るたあの手だての一っ として,発 表 ボー

ドや実物を使 って説明をす るように支援 した。各 グル ープ とも自分 たちの実験計画 をボー ド

に大 き く書 き,実 験計画の発表や結果発表の際 に使用 した。聞いている児童 は,ボ ー ドの図

や実物を見なが ら他の グル ープの説明を聞 くことがで きるために,質 問や意見 の交流 をよ り

活発 に行 うことがで きた。 また,発 表す るグループ も,ボ ー ドがあ ると説 明が しやすいため,

発表 を積極的 に行 って いた。

また,発 表の際,教 師 は,児 童の よい ところを誉 め

るよ うに努 めた。例 えば,発 表 の際,何 回 も実験 して

記録 を書 いた児童 をみん なの前 で大 いに誉 めて あげる

ことで,そ の児童 の意欲 を高 める とともに,「 あの よ

うなこ とな ら,自 分 も発表で きる」 とい うよ うに,他

の児童の発表意欲 も高 める ことがで きた。

また,こ の ような教師か らの支援だ けで な く,児 童同士の相互支援を奨励 した。例えば,

栓 とば しの活動の際,う ま く栓が とば ない児童 に対 して,栓 を とばす ことがで きた グル ープ

の児童が 「お湯 の温度をあげてみ た ら」 とか,「 ビンを もっとお湯にっけてみた ら」な どの

ア ドバイスをす ることで,互 いに学 び合 うように した。 この ような経 験を積み重ね ることに

よ り,児 童 は相互 に支援 し合 い,支 援を受けた児童か ら,感 謝の言葉 を受け ることで,一 層

自分 は学級集団 の中で大切 な役割を担 ってい るとい う意 識を持 っ ことがで きた。
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3]第5学 年 分 科 会 「て こ って な あに」

1児 童 のてこの働 きに対す る見方 ・考え方 を深める学習材の開発

日常生活で使 うて この働 きを利用 した道具 と学 習材 とが結 びっ け られ るよ うに,空 き

缶つぶ し器の モデル実験器及びL字 型のて こ実験器 の2っ の学習材を開発 した。 それ ら

の学習材を使 うことによ り,次 の ことが明 らかにな った。

(1)実 用の空 き缶つぶ し器 と空 き缶っぶ し器 のモデル実験器 とを比較 して調べ るこ とによ

り,て この働 きや不思議 さに気付 くことがで きた。

(2)ス テイプラー(ホ チキス等)や 爪切 り等,身 の回 りにあ る道 具 と同 じ仕組 みのL字 型

のて こ実験器 とを比べ る ことによ り,数 量的 に問題を追究す ることがで きた。

(3)身 の回 りにあるて こを使 った道具 と,て この働 きを見付け るために使 った缶つぶ し器

の モデル実験器及 びL字 型のて こ実験器 とが同 じ仕組 みであるので,児 童 は,道 具の 中

にあ るて この働 きについての見方 ・考え方を深 める ことがで きた。

2児 童の実感が伴 う学習過程の工夫

空 き缶っぶ し器 を使 って,思 う存 分活動 する ことによって,空 き缶つぶ し器の中 に巧

みに働 く,て この働 きに気付 き,驚 きや疑問 を もって,問 題を追究 してい くことがで き

た。 また,空 き缶 っぶ し器 のモデル実験器及 びL字 型のて こ実験器 を使 って,問 題 を追

究 してい くことによ って,児 童の見方 や考え方が深 まるとともに,児 童 の思考 を大切 に

す る学習過程 にす ることがで きた。

3児 童 の生活 に根 ざ した 「生活 に生かす力」の評価 と支援

児童 自 らが見付 けだ した問題を追究 して い く過程で,生 活 に生 かす力が見 られ るとこ

ろを明確 に し,活 動 中の児童の発言や行動,記 録を分析 し評価 した。 さ らに,問 題 を追

究 して い く時の方法や考え方が,日 常生活 に根 ざ してい るか とい う視点で支援 を行 い,

て この働 きを生活 に生かす ことがで きるよ うに した。 その ことによ り,生 活 に生かす力

を身 に付 けることがで きた。

1研 究 主 題 と 単 元 と の か か わ り

(1)直 接経験 とて この学 習

日常生活 の中に,て この働 きを利用 した道具 はた くさんあ る
。 児童 は,は さみ や栓抜 き,

ステイプラー,爪 切 りなどを 日常的 に使用 してい る。 しか し,児 童 は,そ こに働 くて この し

くみや働 きにつ いての見方 ・考え方を もっには至 って いない。

そ こで,児 童が道具の もっ,働 きや仕組 みに気付 くことがで きるよ うにす るために
,直 接

経 験 と して,空 き缶 つぶ し器 を使 って空 き缶 をつぶす活動や モデル実験 器を使 って調 べ る活

動 を取 り入 れ るよ うに した。

(2)主 体的 に問題 を追究す る活動 とてこの学習

5学 年の家庭科 「清潔 なす まい 一ごみの しまっ」で
,自 分 たちに もで きる自宅 の ごみの小

量化 や リサイ クル運 動に取 り組 む学 習が ある。 それを踏 まえて,本 単元 の学習 を進 め るよ う

に し,空 き缶っぶ し器 を使 う活動 に,自 然 にっ なげ られ るよ うに した。
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◎ 活 動 計 画 「て こ って な あに 」(全11時 間)

・自分 の生活

の中 にあ る

自然事象 に

興 味 ・関 心

を もつ。

・友達や周 り
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す。

む

の

の

ど

,
の

つ

点

力

な

て

り

も

の

.
さ

い
な

を

つ
置

き

つ
分

え

3
位

大

に

自

考

・生 活の中 か

らてこの働

きを利 用 し

た道具 を見
つ け,説 明

す る。

・力 の関係 を

定 量化 して

比べ る。

組
加
力
点
点

と

仕
を

,
る
く

こ

。

の
力
点
え
働

る
る

具

に
る
支
が

あ
知

道
み
え
を
力

が
を

・感 じたこ と

を,図 や言

葉で表現 す
る。

缶
と
缶

と
感

き
器
き

器
を

空
し
空

し
い

。

い
ぶ
い
ぶ
違
る

長
つ
短

つ
の
じ

・空 き缶つぶ

し器 の使い

方 を見つけ

る。

問題解決の
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科学的な見
方や考え方

【学習材】
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す
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欝鍔
B常 生 活で使 ってい
る道具 の中 に,て こ

の働 きを見つ ける こ

とがで きる.、

そ この働 きを

:空き缶 つぶ し

器 の 上手 な使
い方 と結 びつ

け るこ とが で

きる。

控 き缶つぶ し

鵬 の仕組 みに

;てこの働 き を

}当てはめ るこ
・とが で きる。

」つ ぶ

鋤 を思 い出 し,

1その時 の活動 の

i中か ら,調 べ る親 点 を見
つけ る

iこ とが で きる。 第4時

事 物 を比べ
1缶 っ ぶ し器 のllる ときには

モデ ル実験器 廉 件 をそろ

え ることが

空 き缶 つぶ し 必要 である

器 を使 って,こ とに気づ

上手 に缶 をっ く。

ぶす方法 を見

;籍 とが 確かめてみ
たいな

第2時
空き缶つぶ し器 瞳 缶 をつぶす時の力の

(長短)違 いを比べてみよう

生;委

自分たちの作った
道具を使おう

第9・10・11時

て この はた らきを使った

道 具 を作 ろ う

道具を作 りたいな

第8時

違 う形 のて この きま りを

まとめよ う

もっと確 か め よう

第7時

L字 型のてこ実験器と
比べよう

違 う形の て この き

ま りを調べ よう

て こを使 った道具 を

調べ よ う

身の回 りにてこは

ないか な

第5時

て この きま りを まとめ

よう

きま りがあ りそ う

だ な

はた らきを調べ よう

不思議だな、調
べてみたいな

第3時

どういう力が働いて
いるか探ろう

比べてみたいな

第i時
空き缶つぶし器を使おう

・:日'常::生':活 生活の中から
!

第2次
てこのはたらさ

を調べよう

/

/

靴蜀

ノ
ノ第

4次

てこのはたらきを

上手 に使お う

・L字 型 やT字 型 のてこ

実験器 で学んだ道 具に
働 くてこのはた らきを

想起 させ る。
・て この はた らきを利用

した実験 器や道具 を置
いてお く。

J

第3次

てこのはたらきを

まとめよう

働

大

図

て

よ

す

に

の
を

し

る

言

点

力

さ

表
え

助

'

用

く

き

で
考

う

る

・情報交換 の場 を設定

す る。
・今 までの活動 を想 起

で きるよ うに,空 き

缶つぶ し器のモ デル

ー 実験器 を置 く。

・て この きま りを見つ

ける ことが できない

児 童には,空 き缶 つ
ぶ し器 と同 じ形 の道

具 を用意す る。..

・今 までの活動が想起 で きるよう

に,空 き缶つぶ し器,空 き缶つ

ぶ し器 のモデル実験器 を置い て

お く。

・いろい ろな視点 について試す こ

とがで きない児童 は,空 き缶 つ
ぶ しの活動 を想起す る ように助

言 する。
・自分の視点が 見つか らない児童

は,他 の児童 の活動 を自由に見

_、 に行け るようにす る。

・2つ の ことを比べ る ときには
,

どの よ うな ことに注意す るか確

かめ る。

・空 き缶 つぶ し器 の個 数 を確保

す る。
・必要 に応 じて 自由に他の グル

ー プとの情報交換が で きるよ

うにす る。

生播 に生ゆす 力 起飼す る禽優

・支 える位置か ら力 をかけ る位置が

遠い方 が小 さい力 でつぶす ことが

で きる。
・何 か きま りがあ るの ではないか と

考 え,自 分 な りの予想 を もつ。

・支点 か ら作用点 ,支 点か ら
力点 までの距離 と力 の大 き

さを関 連づけて考 える。

・力の大 きさ と位置 を定 量化 して

比べ ようとする。
・支点,力 点,作 用点 とい う意味
を考 える。

・生活 の中 にもっとて こを使

った ものはない か考え る。
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まず,導 入で 「空 き缶っぶ し器 」を使 って,児 童が思 う存分空 き缶 をっぶ す体 験がで きる

よ うに した。

その後,「 空 き缶っぶ し器の モデル実験器Jを 使 って,空 き缶をっぶ す活 動を見直すよ う

に した。 ここで使用す る 「空 き缶つぶ し器の モデル実験器 」は,空 き缶 っぶ し器 を使 って 缶

をっぶす様子 を リアルに再現で きるように工夫を した。児童 は,こ の活動 の時にな って初 あ

て,空 き缶つぶ し器 に働 く 「て この働 きの不思議 さ」に気が付 いたが,そ の驚 きは,と て も

大 きい もので あ った。 「あれ え,へ ん だな。」 「先生,先 生。 来て,来 て,お か しいよ。 」

「ど うしてか な。 」等,多 くの児童か らっぶや きが あが った。 それが,疑 問か ら問題へ とっ

なが り,児 童一人一人が 自分 自身の問題 として しっか りととらえ ることがで きた。

さ らに,児 童 は,空 き缶っぶ し器 を模 したrL字 型のて こ実 験器」を使 って,進 んで問題

を追究 し,解 決 に取 り組む活動へ とつ なげることがで きた。

(3)生 活 に生かす力 とて この学習

既存のて こ実験器(T字 型のて こ実験器)は,て こを傾け るときや釣 り合 うときに働 く,

量的 な関係(お もりの重 さ ×距離)を 見付 けだすの には大変優れた教 具であ る。

しか し,T字 型のて こ実験器を使 っての学習で は,て この働 きにっいて の見方 や考 え方が,

児童の生活 の中に十分生 かされ に くい面が ある。

その原因 として,T字 型 のて こ実験器 の形状が あげ られ る。T字 型のて こ実験器 は,日 常

生活 の中にた くさんあ るて この働 きを利用 した道具 とは,そ の形状があ まりに も違 い,学 ん

だ見方 や考 え方 を十分 に応用で きないので はないか と考え る。

そ こで,本 単元で身 に付 けたて この働 きに対す る見方や考え方を 日常生活 の道 具の利用 の

中で生 かせ るよ うに,導 入の学習材 としてステイプラーや爪切 りと同 じ形 の空 き缶つぶ し器

を取 り入 れた。

2具 体 的 な 手 だ て

(1)学 習材 の開発

ア 児童が思 う存分体験 できる空 き缶つぶ し器の活用(図1)

導 入では,児 童が支点 と力点 との間の距離 による力点 に加え る力の差異を体感的 にとらえ

られ るよ う,て この長 さが違 う2種 類 の 「空 き缶 っぶ し器 」を学習材 として使用 した。

自作の 「空 き缶っぶ し器」で は,児 童が材質や大 きさの違 いに とらわれが ちにな り,て こ

の働 きに 目が向かない面が あったので,以 下の点を考 慮 し,市 販 の ものを活用 した。

① アル ミ缶以 外の もの も,っ ぶす ことがで きる物

② 安 全性 を 考慮 し,強 度 の あ る物

・て この長 さ の長 い もの …商 品 名 「ペ チ ャカ ン」

溶 融 メ ッキ 鋼 板 製

長 さ50cm,幅13cm,高 さ4CID

・て この 長 さが 短 い もの … 商 品 名 「空 き缶 つぶ し」

ジ ンク鋼 板 製

長 さ32cm,幅12cm,高 さ3.5cm

(図1)空 き缶 つ ぶ し器
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イ て この仕組みがわか る 「空 き缶つぶ し器の モデ ル実験器」の開発

「空 き缶っぶ し器」 に働 くて この力点や作用点,支 点が比較 して とらえ ることがで き,さ

らに,作 用点 にかか る力を測定で きるよ うな 「空

き缶っぶ し器の モデル実験器 」を開発 した。

この 「空 き缶 つぶ し器 のモデル実験器 」には,

以下 のよ うな利点 がある。(図2)

① 「空 き缶 つぶ し器 」 と形状が 同 じで,児 童 の思考

の流れ に沿 うことがで きる。

②力 の大 きさを重 さに置 き換 え ることが,具 体 化で

きる。

③作 用点 にかか る力を数量化 す ることがで きる。

④力 点 ・作用 点を 自由な位置で調べ ることがで きる。

ウ 測定 しやすいL字 型のて こ実験器の開発

長短の 「空 き缶つぶ し器」 に働 く力を測

定 しやす い 「L字 型のて こ実験器 」を開発

した。(図3)

また,「L字 型 のて こ実験器 」には,以

下の よ うな利点が ある。

①空 き缶っぶ し器 と形状が 同 じで あ る。

②力 を加 える方 向 と力 の作用す る方 向が 同 じ

で ある。

③力点 に加 える力,作 用点 にかか る力 を測定

す る ことがで きる。

④力点 ・作用点 とも自由な位 置で調べ ること

がで きる。(力 点 と作用 点の位 置を一致 さ

せ ること,逆 にす る ことも可能)

② 学 習過程 の工夫

ア 環境教育 と関連 した学習過程

児 童が学習 問題 を作 るには必然性があ る

ことが望 ま しい と考え,各 学 校の実態 に即

して導 入の工夫 を した。

嚢_____一 一 一 一 一 … ㎝{… …

(図2)缶 つぶ し器 の モ デ ル実 験 器 ↑↓

細 い釘 を等 間隔 に ドリルで6本 あけ,

5mm角 の桧材をボ ンドでつける ボン ドで止め る
長 さ60cm

塩 ビシー ト

※VTRテ ー フの ケース

などを利用する

お もりを さげるか,
バ ネばか りで加「Fする

薄型電子て んびん

釘 にか かるよらに溝 を付 けた5mm角 の桧材

朴材 〔長 さ60cm幅9cm厚 さo.5cm)

フ ィルムケース

(中 にお もりを入れ る)

O長 い物 …長 さ90cm幅9cm厚 さ0.

O短 い物 …長さ45cm幅9cm厚 さ0、

幼 児用 くつ

バルサ材

(5cm角 長 さ8cmの 角柱)

薄型電 子てん びん

㈱ タニ タ 定価12000円

ボ ッケタフルスケール ミニス リム1475

(図3)L字 型 の て こ実 験器 ↑

リサイ クルの活動を行 ってい る学 校で は環境教 育の視点か ら,ま た,

家庭 科 「清 潔なすまい 一ごみの しまっ」な ど,他 教科,領 域で行 う環 境学習か ら,ご みの小

量化 を意識で きるよ うに した。

イ 児童の思考の流れ に即 した学習過程

第1時 に空 き缶っぶ し器 によ り,缶 つぶ しを十分 に体験 した。児童 は意欲的 に活動 したが,

働 いてい る力 にっいての気付 きは少 なか った。 しか し,第3時 で空 き缶っぶ し器のモデル実

験器 を使い,前 時の活動を見直す ことにより,児 童 はて この働 きの不思議 さに気付 き,驚 き

と疑 問か ら,力 が どの ように働 いて いるか問題を もち,追 究 したいとい う意欲を もった。
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　 　 　　　 ゴ

第2時 終了時

缶 をっぶす ときのカの違 い を比へ よ う0%

第3時 終了時

と うい っカが働 いてい るか探 う つ0%

見 方 ・考 え 方 が 深 ま っ て い く の が わ か る 。

この よ うな学 習の流れ によ り,第5時 では,さ らに,児 童の問題意識が高ま り,主 体的に

L字 型のて こ実験器で数量化を行 った。下 の調査結果の通 り,児 童の意識の変化を見て もわ

か るよ うに,こ の ような学習過程 は,児 童 の思考 の流れ をっ なげてい くことに有効であ るこ

とがわか る。

ウ 空 き缶つぶ し器で缶をつぶす ときの力にっいての児童 の意識の変化

空 き缶つぶ し器を使 って缶をっぶす活動 を した後 に,① つぶす時 に加えた力は,空 き缶つ

ぶ し器の ど こにかか って いるか(力 点)② その加 えた力 はどの よ うに働 いて缶をつぶ した

か(作 用点)の 質問 に対 して,次 の ような意識 の変化が見 られた。

　
1カ を加 えてい る点 やカ1カ を加 える点のみ意識1カ を加 える点 を意識 しiカ を加 えている点 と力

児 童 の て こ に は た ら く 力 が かか ・てい る点に つ してい る1て い る・また・板 が缶 がかか る点(作 用点)旨

r対 する識 の変化 いzし て"ないOI鷹 蟹 獅 ∵ 麟 している0:

・　 ・・1・ 月・・校55-・/(イ)1(ウ'… ・エ・1

　 　 　 　　 　　 へ 　　　　 　　 　 　 お 　 　 　　 　 つ　 てし

1剃 時 終 了時 嗣1

,空 き缶 を つ ∬そ う41.9冨125。8%19.7毘22.6% 「
8.3%;::::::6:6:.:7%::::::125.0%

-L_」 一一

※ 学 習 が 進 むに っ れz、 児童 の て こに 働 くカ に対 す る意識 が、

(3)生 活 に生かすカ の評価 と支援

4.2%120.8%ワ5.a%

(ア)か ら(エ)へ 変 化 し 、

て この働 きを利用 した日常生活で使 う道具 と学 習材 とが結 びつ け られ るように,缶 つぶ し

器の モデル実験器及 びL字 型のて こ実験器を提示 し,い っ もそれ らを結 びつ けて考え ること

がで きるよ うに した。 そ して,児 童 自 らが見つけだ した問題 を追究 して い く過程で,生 活 に

生かす力が見 られ る ところを明確 に し,活 動中の児童の発言や行動,記 録 を分析 し評価 した。

さ らに,問 題 を追究 して い くときの方法や考え方が,日 常生活 に根 ざ して いるか とい う視点

で支援 を行 い,て このきま りを生活 に生かす ことがで きるように した。

(例 第1次 第3時 「どうい う力が働 いて いるか探そ う」でのHさ ん の様子)

「Hさ んの発言
「長 い方 が な ん

な く,っ ぶ しや

す い。 」

肝

・缶つぶ し器 モデルを

使 って,何 をどの よ

うに確か めた らよい

かわか らない 評

嵯ll∴融 轟
・躰 的な記述が1睡 結びつけて考え

無 く,体 感 した/ら れ る よ うに,両 方
→

こ とを基 に したIl

自分 な りの考え 「
1

が,も て て い な

価 い。

※ この児童 はこの後,力 点を変え た活動か

ら,缶 つぶ し器 のモデルの長短 に関係な

の具体物を実際 に操1

作で きるように し,

体感を数値で確かあ

1る ように した・

(体験 と実験 とを結 」

び っ け る支 援 。)

騰

↓

蘂撫
もあ った。 長 い方 は

66gも 力 が か か っ

て い た。 ど う して だ

ろ う。 」 と,作 用 点

に か か る力 を 意 識 し

始 め た。

く,支 点 か ら力 点 までの距離 が同 じな ら,作 用点 にかか る力が 同 じになる ことに気付 いた。
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4]第6学 年分科会 「人 と環境」

1A区 分関連的な指導の工夫

人や動物 と植物,環 境のかかわ りを明 らか にす るため,A区 分の内容 を関連 的に扱 い,

「生物 と栄養」 「生物 と空気」 「生物 と水」の単元の後に,「 人 と環境 」の単元 を位 置付

ける構成を した。その結果,児 童 は,栄 養 ・空気 ・水 と生 き物 の関係 を意識 しなが ら,身

の回 りの環境 について関心を もち,追 究 してい くことがで きた。

2学 習材 「キ ャパ」の開発

親 しみやす く,飼 育 しやすいキ ャパ(小 動物)を 学 習材 と して扱 った。 キ ャパの飼 育を

す ることによって,「 子 どもを増や してみたい」 「どんな飼い方 を した らよいのだ ろ う」

な ど生 き物への興味 ・関心や愛情がわ き,「 キ ャパ について もっと調べ たい」 とい う学 習

意欲の高 まりがみ られた。

3食 べ物 ・空気 ・水 に関す る環境の モデル化

土や植物な どを入れ,自 然環境 に似せた ケージ(飼 育 ケー ス)で キ ャパを継続 的に飼育

した。環境 と しての土の有用性 に気付 き,土 につ いて詳 しく調べ ることによ り,動 物 と植

物,人 と栄養 ・空気 ・水 とのかかわ りにつ いて よ り深 く認識す ることがで きた。

4身 の回 りの環境 に働 きか ける活動

身の 回 りの環境 に対 して,「 空気 」 「水 」な どの視点で環境の現状について調べ る活動

を設定 した。学習 した ことを基 に,児 童 自 らが進んで身近な地域の環 境に働 きかけよ うと

す る態度や,問 題を見 いだ して解決 して い く能力が養われ た。

1研 究 主 題 と 単 元 と の か か わ り

(1)直 接経験 と 「人 と環境 」の学習 とのかかわ り

「人 と環境 」は,小 学校 のA区 分 のま とあの単元 として,生 き物 と環境 のかかわ りを総合的

に とらえ た り,身 の回 りの環境の実態 を調べ た りして い くことがね らいであ る。そ こで,児 童

が意欲的 に環境 を調べ,よ り実感 を伴 いなが ら,人 と他の動物や植物,環 境 とのかかわ りにつ

いての見方 や考 え方を養 うた あ,導 入 時に,環 境 の モデルを製作 した り,「 栄 養」 「空 気」

「水 」の かかわ りで重要 な働 きをす る 「土 」につ いて,児 童の計画 した実験で確かあた りす る

直接経験 を取 り入れ た。

② 主体 的に問題 を解決 する活動 「人 と環境 」の学習 とのかかわ り

「自分 の身の回 りの環境 は どうな ってい るのか」な ど,環 境 の中で生 きる一人の人間 として,

自分 と身近 な地域 の環 境の関係を見直す活動 を重 視 した。 また,見 通 しを もっ たあには,科 学

的な見方 や考え方 の活 用が不可欠であ るので,「 人 と環境 」を除いたA区 分 の単元構成 を見直

し,生 物 と環境 に対 す る見方や考え方を養 うことがで きるよ うに した。

(3)生 活 に生かすカ と 「人 と環境」の学習 とのかかわ り

生活 に生 かす力 を,「 養 った見方 や考え方を基 に,自 然 の事物 ・現象 を見 っめ,こ れ に働 き

かけ ること」 ととらえた。そ こで,人 も含あ,生 き物 と環境の かかわ りにっ いての見方や考 え

方 を基 に,自 分 の周 囲の環境 の現状 を調 べ ることがで きるよ うな活動 を活動計画 に位置付 けた。
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◎活動計画

問題解決の能力 ・態度
『

児 童 の 活 動

○生物と栄養,生 物 と空

気,生 物 と水で身に付

けたものを使 ってケー

ジを作ったり調べたり

しようとする。

○ケージの中で起 こった

ことを栄養 ・空気 ・水

に結び付け考えようと

〈

自剃 キャパをもっと住みやすくしてあげよう1
獄 一
'「 、、 「

環次 「 自然に近い状態で飼えばよい 「

境
の

モ ・土を入れよう

デ ・水を入れよう

ル1

・草を植えよ う

・種をまこう

化1キ ャパの様子はどうか i
・土の中にもぐってたl

F

・においが しない

す る。

○土にっいて興味 ・関心

をもって調べてみようと

する。

時

間

〉

・植えた草を食べた

・お しっこや糞が見あた

らない

・土は息を している

・土の中に草や葉を入れて

いる

・水 をやっていないのに発

芽 した

生活化 ・科学的な見方や考え方

○ケージを作 るたあに,生 物 と栄養,

生物 と空気,生 物 と水で養 ったもの

を使 う。

○食べ物 ・空気 ・水の循環や移動を調

べるときに生物 と栄養 ・生物 と空気。

生物 と水で養 ったものを使 う。

○今までのケージと比較しながら土の

有用性に気付く

○ケージの中の水滴などから水分の移

動に気付く。

○ さまざまな場所の土 に

ついて調べ,比 較 しよ

うとする。

ム

土第 ・土 はどれ くらい水を含

の二 んでいるのか

は次 ・土の中は温度が高いの

た か

ら ・た くさんの水分を含ん

き でいる→雨水

・あたたかい

土 の は た ら き は?
・土 は何か らできているの

か

・土 は息を しているのか

・生物がた くさんいる

・水をきれいにする

・植物や動物の死骸や糞尿

が土になっている

○土の中でも水や栄養の移動が行われ

ていることに気付 く。

〈
地

域

の

環
境

を

調

べ

よ

う

三
時

間

〉

土は動植物が生きていくのに必要なものだ

時

間

○栄養,空 気,水 と並んで土が生命を

育む重要な存在であることに気付 く。

〉 「
身の回 りの ことについて調べてみようi

1地 域 の 実 態 を 調 べ る 「

1 1 1
実践事例1

石神井公園の環境のよいところ

を探そう

実践事例2

多摩湖の周辺の林の土にっいて調べ
てみよう

実践事例3

水元公園の池にはなぜ水鳥が多いのだ

ろうか

・木がた くさんあるところは空気

がきれいだった。
・湧 き水のある池はきれいで

,生

き物がた くさんいた。

・魚釣 り場は水が汚れている
。

・学校の畑の土よ り軟 らかか った
。

・た くさんの水が含まれている
。

・人が入っていないので
,落 ち葉がた

くさんある。
・土の中の生 き物 もとて も多い

。

・近 くを流れ る江戸川,綾 瀬川の水 と比

べてみよう。

・水の中にた くさんの生 き物がいるのか

もしれない。
・池の回 りの土がよいのか もしれない

。
II 1
1地 域 の 環 境 を 見 直 す1
1 1

・木を大切に して いきたい
。

・魚釣 り場の水をきれ いにするに

はどうしたらよいか考えたい。
・土について も調べてみたい

。

・水を きれいに してお くために
,周 囲

が立入 り禁止になっているのか もし

れない。

[

・湧 き水があるか ら
,水 がきれいにな っ

ている。

・利用 している人 も気を付けている
。
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2具 体 的 な 手 だ て

(1)A区 分 の関連的な単元 構成の工夫

① これまでの活動計画 との違 い

活 動計画Aで は,植 物 と人 と動物を軸 と して単元 を構成 している。活動計画Bで は生物が生

きてい くために必要な栄 養 ・空 気 ・水 を軸 と して,植 物 と人 や動物を同 じ単元で学習す ること

が で きるよ うに単元 の構成 を した。

活動計画A活 動計画B

植 物

・葉で作 られ

る養分

・水や養分の

通 り道

人 や 動 物

・消 化 ・吸 収

・呼 吸

・血 液 の 循 環

栄 養

・葉 で 作 られ

る栄 養

・消 化 ・吸収

(動 物)

「一 一蛋 『「

1・ 呼 吸(動 物)1
・植 物 の 気体 の

出 し入 れ

1

水

・水 や養 分の

通 り道

(植物)

・血液の循環

y ↓ ↓ ↓

[=唾=-[==込 こ董 二璽=こコ
② 活動計 画Bに よる児童の様子

ア 「栄養 」を軸と した学習

生物は どのよ うに して栄 養を得てい るかを学

習す ることによ り,児 童 は,人 や動物 は植物 か

ら栄養 を もらってい るとい う見方 や考 え方 を も

っ ことがで きた。(図1)

ウ 「水 」を軸 と した学 習

児童 は,血 液 も大部分が水分 である ことを学

習 し,人 や動物 に とっで水が なぜ必要 なのか気

付 くことがで きた。 また,植 物 も動物 も,水 に

よ って必要 な ものを運んで いる とい う共通性を

見 いだす ことがで きた。(図3)

エ 「人 と環境 」の学習

イ 「空気」 を軸 と して学習

児童 は 「木の多い所や山は空 気がよい と聞 く

けれ ど,こ の実験で,人 が出す二酸化炭素 を木

が吸 って,酸 素を出 しているか らなんだ と思 っ

た。 」な どの感想 を もった。 この ことか ら,児

童 は,動 植物の互 いの必要性 に気付 いたと推察

され る。(図2)

⑱ 値 物 も 住 血 管 み 却 、続
。、が[よ 励 ぐ5

極 ・凱 帽 鈴 識 ・1¥_
t.

:ii,:で い う とh・)v一 うが1以 て い う 。

鰯 佃∫汐 儲 部 分 力N'オ(一りゴでL生 守 物 乙ズq盛

矯 一ても+ラ1ネ ・帥 隠 係 な んだ 。

土 や植物 な どを入 れて 自然環 境 に似せて作 るケー ジを考 えた とき,児 童 は,植 物 を入れ る こ

とにっいて 「酸素が 出され るか ら」 「え さになるか ら」 「キ ャパ のお しっこを吸 って くれ るか

ら」などの理 由をあげ た。 この ことか ら,栄 養 ・空気 ・水の単元で学習 した見方や考え方を適

用 し,植 物 と動物のかかわ りを総合的 にと らえ ることがで きた と推察す ることがで きる
。
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(2)学 習 材 の 開 発

児 童 の 飼 育 活 動 用 小 動 物 と して 「キ ャパ 」(写 真1)を 学 習 材 と して 取 り上 げ た。 キ ャパ は

イェ ロ ー キ ャ ンベ ー リーハ ム ス ター と もい わ れ,体 の 大 き さが10cmと 小 さい。 ま た,臭 いが 少

な く,性 格 も温厚 で あ る。 児 童 に と って抵 抗 感 な くたや(写 真1)

す く触 れ る こ とが で き る。 児 童 は ハ ム ス ター や ウ サ ギを

飼 育 した と きの経 験 を 想 起 しな が ら,ど ん な食 べ 物 を あ

げ た らい い の か,ど ん な環 境 で 飼 育 した らよ い のか 等 を

調 べ た 。 あ る程 度,生 態 が わ か って くる と,「 も っ と良

い環 境 で キ ャパ を 飼 育 した い 」 「キ ャパ を増 やす に は ど

う した らよ い の か 」 等 の興 味 ・関心 の高 ま りが み られ た 。

そ して,キ ャパ を通 して,動 物 と植 物 のつ なが りを 追 究

す る こ とが で きた。

(3)環 境 の モ デ ル化

ア 自然 に近 い状 態 の再 現

児 童 の発 想 を生 か し,キ ャパ を 自然 に近 い 状 態 で飼 う

こ とが で きる よ うな ケ ー ジを考 え た 。(写 真2)児 童 が

考 え た プ ラ ス チ ッ クケ ー スの ケ ー ジ(図4)に 土 を入 れ

食 料 用 の葉 とな る種 を蒔 き,散 水 した。 中 に 入 れ る小 動

物 は キ ャパ の 他 にパ ンダ マ ウ スや シ ャ ンガ リア ンハ ム ス

タ ー等 も可 能 で あ る。

イ ケ ー ジで の 飼 育 に よ る児 童 の 考 え

児 童 は常 時 活 動 と して 教 室 内 で 小 動物 を 飼 って い る。

しか し,も っ と広 い と こ ろで 飼 いた い とい う願 いか ら,

ケ ー ジを 作 るよ う に した 。 そ の 活 動 か ら,児 童 は以 下 の

よ うな 考 え を もった 。 キ ャパ は ケー ジ内で 育 った植 物 を

食 べ,尿 を 出 す 。 この 水 分 を 植 物 が 吸収 す る こ とで 水 が

移 動 す る。 また,植 物 が 出 した酸 素 を キ ャパが 吸 い,二

酸 化 炭 素 は植 物 が 吸収 す る こ とか ら,空 気 を媒 介 と した

か か わ りが で き るな どで あ る。

ウ ケ ー ジで の飼 育 か ら土 の有 用性 に気 付 く

キ ャパ は ケ ー ジで飼 い続 け る と穴 を掘 っ た り,穴 の 中

に干 し草 な ど を持 ち込 ん で,自 分 が 住 み や す い よ うに環

境 を変 え て い こ う とす る。 排 泄 物 等 は土 が 吸収 す る た め

(写 真2)

継 蓼Llt

鳩 ヒ丘り唖 物

臭 いが 少 な い な ど,ケ ー ジの 様 子 か ら土 の 有用 性 に気 付 くこ とが で きた。

キ ャパ を ケ ー ジで 飼 い続 け て い る と 「新 聞紙 を 敷 い て いた と きよ り臭 い が少 な い 」 「土 に穴

を 掘 って 住 ん で い る」 「水 を あ げ て い な い と ころか ら も草 の 芽 が で て きた 」 な ど ,土 の 有 用 性

に っ い て さ ま ざ ま な こ と に気 付 い た。 そ の 中か ら 「土 の 中 に は どれ く らい の 水 が あ るの か 」

「土 の 中 は 暖 か い の か 」 「土 は何 か らで きて い るの か 」 「土 の 中 は た くさん の 生 き物 が い るか
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調 べ て み た い 」 な どの 疑 問 が わ き,興 味 ・関 心 の 高 ま りが み られ た。

これ らの疑問を追究 してい くことによ り,

「落 ち葉 が土 にな って植物 の養 分 とな って い

るらしい」 「土 にはた くさん の水分が含 まれ

て いるか ら,植 物が生 きて い くことがで きる

んだ 」 「土の 中はた くさんの生 き物が いるJ

などを発見す ることがで きた。 そ して,土 に

対す る新たな見方 ・考え方を持 ったことによ

り,既 習の 「栄養」 「空気」 「水」を媒介 と

した動物 と植物のかかわ りにつ いて より深 く

認識す ることがで きた。そ して児童 は 「土 は

動物が生 きてい くたあ にとて も大切な はた ら

きを してい る」 「自然の土 は,い ろいろなは

た らきを してい る」 とい う見方や考え方が養

われた。(図5)

(4)生 活 に生かす活動

(図5)
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従来の 「人 と環境」の活動計画で は,地 域の環境 について調べ る活動 を位置付 けて いる こと

が少なか った。つ まり,自 然界 におけ る理 想的な 「栄養 」 「空気 」r水 」の循環 にっ いて は理

解 していた と して も,そ れが 自分が住んでい る身近 な地域 では,現 在 どの よ うな状態 にな って

い るのか とい うことにっいて調べ ることが少なか った。 そ こで,本 研究で は,教 室 内での学習

にとどま らず,地 域の 自然環 境の現状を調 べ る活動を活 動計画 に位置付 けた。地域 を調べ ると

きの視点 と しては,既 習の栄養 ・空 気 ・水 だけではな く,土 と生物 とのかかわ りも重視 した。

地域の ことについて,児 童は次のよ うなテーマを もって取 り組んだ。

①貯水池林(水 源 の環境保 全のための自然林)の 土 と校地 内の土 との比較

②近 くを流れ るきれ いな河川 の水質調査(土 による浄水作用)

③学校の近 くの幹線道路の大気 とグ リー ンベル トをは さんだ ところの大 気の比較

④野鳥がた くさん集 まる池 とその周辺 にっ いて,栄 養 ・空 気 ・水 の視点 か ら,生 物 のかかわ

り合 いな どの調査。

⑤井戸水を飲料水 として常用 して いる地域の水 についての調査

上記の よ うな地域の特性を生か したテーマを設定す ることによ り,地 域 の 自然 に興 味 ・関心

を もって働 きか けて い く態度が培われ た。調査 した ことか ら,「 貯 水池林 では,動 物 と植物 が

かかわ り合 って生 きて いる」 「私 たちの学校の空気 は,グ リーンベル トによ って守 られてい る」

などの よ うに人 間だけで な く,い ろいろな動物や植物が栄養 ・空 気 ・水 を通 して周囲の環境 と

かかわ り合 って生 きて いる とい うことが認識で きた。 さらに,自 分 たちの住 んで い る地域 の環

境が良好 に保たれて いる状況か ら,こ れ らの環境にっいて保全 した り,日 常生活 を改善 した り

して い く姿 も見 られた。
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